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論文内容要旨
 近年に冷ける胸部外科の鼠覚まし悟進歩にも拘らず,肺機能が著るしく減退した。所謂重症
 肺疾患々春にかいては脇機能を更らに底下せ助るよケな・手術療法はすべて禁忌であ砺これに
 対する究極的対策の一つとして肺移殖が考えられる。磯雛移植は燈漕学的,免疫学的に未解決
 の問題が多く,これが実用的段階に達する日は末だ程遠いが,著者はその基本的研究の第一段
 階として,霞家藤再接着に関する実験的確を試吟,先づその手術手技を確立し,次いでその
 じ
モ
 成功例について再接着鮪の形態的並びに病態生理学的変化を追求して次の成績を得た。芳
自家肺再接着実験
 従来再接着臓は肺静脈吻合部に於ける慮栓形成のた醐不成功に終わることが多かったので,
 著者は雑種成犬による自家膝再接着に際して,肺静脈の端々吻合法,心耳吻合法器よび心房壁
 吻合法の5術式を比較検討した結果心房壁吻合法が最も成功率が高いので,ζの術式を採用
 し,自家左腕の再接着を冷こなった。即ち,脇門部に赴いて左締を捌高し,脇内の凝血を防ぐ
 ためヘパリン加生食水を以って灌流し,左心房壁を含めて切断した締静肱基部を臥褥縫合によ
 って吻合し,また肺動鵬よび気管支も夫幽連続縫合によって吻合して,着獅を再接着した。
 上記手術法を22頭の雑種成犬に齢こな硲,"頭の長期生穿犬を徳た。勉の"頭は出血死}
 愚磁性肺炎並びに胸水蓄溜・膝静豚壷栓症一脳栓塞むよび感染症等によ勤術后聞もなく斃死し
 た。
 “}一
 再接着肺の形態的並び繕病態生理学餉研究
 長期生存犬"頭中膿胸を鎌発した1頭を除巻可0頭について病態生理学的並びに生理学的
 険査を萄こない次の成績をえた。①病理学的検査勝見:荷縄に論いては多数例に論いて中等騰
 の肋膜癒着がみられたが,組織学的には接灘は間質炎および気腫様変化が部分的にみとめら,
 れたに過ぎず,ほぼ正常の組織像を呈して毎た。但し検査のための侵襲で肺水瞳らるいは気管
 支締炎を併発して死亡したものは,接着藤に論いてその変化が高度であった。②レ線学的
 勝見:胸部単純レ線撮影法,気管麦1造影法および癒動購影法によって,接着肺の形態的,機能
 的変化を追究したが,大多数のものはほぼ正常所見を示しザまた気管支動腺の再吻合形成像』瀬
 もレ欝螺みとめら漉.③ブ置ソ .くイロメ.トリー髄囎:7敷飾て鞭査を難
 業鍵灘雛総灘撚総懸鵜器・灘
 禰醗の鎌保持して とが知ら濾④非撒購閉塞識8頭につ継
 て夫々試験を謝、非接着側腕慮流を遮断して換気・懲燦諸量を測定したが,その値から接着節、騰
 の鰍態を次囎嚇するこ欄来島a卿群羅購脚著るしく変勢鱗
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 を示さなかったもの・・5頭,b)第2群:閉塞后凝動駄圧iが著るしく上昇したもの一2頭,
 c)第5群:閉塞后心不全を齢こしたもの・^窪臨これらの循環動態はブ導ソコスパイロメト
 リ}鰹成績とほぼ一致して参り,接着状態が良好のものに沿いては陳機能予備力が可成り大き
 いことが知られた。⑤肺糠経の絽織学的所見と肺内反射調蹄機能との関係:接蓄腋にかいては
 機械的刺戟による咳歎反射の消失がみられたが,瀬戸氏鍍銀法によむ神経構造を組織学的に検討
 した成綴から,自穣神経系磁歪ぼ正常像を示すが,知覚神経系は変性消失していることを知った。
 総括並びに考按
 自家締再接着后の肺静豚廠栓を防止する手段としては心房壁吻合法が最も優れて論り,他の方
 法に比して高い成功率を傳ることが串来た。接着齢は気管支循環系かよびリンパ豚管系に変調を
 きたし,また捌出時のAnoxiaの影響も加わって術盾胸水蓄溜の領海や串血性脇炎・類壊死性
 変化の発生がみられたが,これに堪えて長期間生存した実験犬の接着凝はレ線学的にも著るしい
 異常はみとめられず,また病理学的には軽魔の間質炎力魯られたに過ぎな力硫。接着肺にも気管支動
 脈が再吻合を形成することも認められたが,検査時の侵襲によって脇水踵ある仏は気管支肺炎を
 餅発し死亡したものでは,病変が接着翻の肺に高度で接着締では疾患に対する組織の防禦機序が
 減弱していると考えられた。蓬たブβソ皿スパイ律メトリー検査お・よび非接着倶膓宙動豚閉塞試験
 から接着状態の良好な膝にかいてはかな診の肺機能予備力を保有して“ることが閉らかにされた。
 但し接着肺を検索し,肺内で一大網状系iをなす自律神経の構造は保持され∫吟たが・知覚神経は1・
 消失していることをみとめえgこれは肺励除時に前者は節前線維,後者は節後線維が夫々肺門部一
 で甥断されたためと考えられた・また再接着肺の咳嗽反射は消失したが,知覚禅経線維を介する
 神経反射の立場からこれを裏附けることが撫来た。従って再接着六にかいては締内反射調節機序
 の面に冷いては健棚肺に敏存しなければならないわけであり生体の保健上如何なる影響をもた
 らすかは今后追究しなければならない重要な課題である。
結論
 雑種成犬を用いて自象肺再接着実験をかこない,その手技を確立し,成功犬について病態生理
 学的検索をかこなレ・次の成績をえた。満)従来肺再接着の最大の不成功因は膝静豚吻合部に齢け
 る血.栓形成であるが,心房壁を吻合する方法により血.栓形成を防止することが串来るようになっ
 た。2)肺再接藩にともない気管支豚管系かよぴリンパ豚管系等を切断する影響として,術直后
 には絽織の類壊死性変化,超瓜性肺炎かよぴ胸水蓄溜傾向を生ずると考えられるが,次第に恢復
 して気管支醐永等の豚骨系が再生することを明らかにした。5)接藩状態が良好なものでは,接
 着肺は換気機能寿よび肺旙環面でほぼ正常肺に近い機能を示した04)接着肺では機械的刺戟に
 よる咳嗽反射を欠き,知覚神経系の消失がみとめられたが,接蒲犬では,健翻騰の肺内反射調節'
 機能に依存しなければ友らないので,これは個体の保健上無害とは考えられない。今后追究すべ
 き重要な課題である。
 一護82一
 審査結.果の要旨
 近年斎腫藤疾患に対する外科的療法の適応が拡大され,.従来絶望騰されていた肺疾患愚者も
 救治されるようになったが・朧機能が著るしぐ低下した重症腺病、憲、愚者はその機能を更らに低
 下せしめるような積極的な療法はすべて禁忌であり,これのみは今日でも治療の枠外に蔚かれ
 ている。著者はかかお重症師疾患々者に対する究極的治療法として肺移植を与え,その基礎
 的研究として成犬を屠レ》て富家嚇i再接着実験を試み,次の奴蓉成績を得た。
 {)接着手技に関しては,1賄静豚吻合部にお・ける血栓の発生を防止するために各種締静豚処
 理方法を検討して,緬静豚基部を心房壁に吻合する万法によって血栓の発生を防止することに
 痺功し・22頭刺願の成棚を得た。一方死亡剛の音鹸所見から死因は・接灘1の病態生
 理学的変化に基くものであり,接着倒気管麦の類壊死性変化,出血朧朧炎むよび胸水蓄溜の傾
 陶等が生じやすいことを認めた。従って接着手技にはな冷幾多の問題が残されて語り實これを解
 明することが必要であるが,著者の手術衛式によって多数の成功例を得たことは注目に価しよ
 う。2)長期闘生存した脇再接着成功犬についてレ線撰査等により形態的変化を追及し,また・
 屠殺して剖俊を齢こなった成績から,接着締の主要構造はほぼ保たれておウ,気管災動腺の再
 吻合も形成されていることをみとめたが,術後の一般的変化とともに接着締には軽度の聞質炎
 が残り,また藤水腫,気管麦肺炎等に催、愚頭胸が強いことを指摘し,ある程度の羅質的失調が
 遺残するものと考えられた。5)筋機能に関してはブ群γコスパイ鴇メトリ一難よぴ一側葡勧
 ll永閉睾質試験によ参ま妾薦:締の毎瀧1幾能を換気と封面徳環との両面から綜合的に覆討し重星妾看状態力∫良
 好なものでは正常1浦に近いガス交換機能を保持し,肺の機能的予備力も十分に保たれて論う,'
 接着藤のみでも生然を保持し得る機能を有することを確認した。4)神経が完全に切断された
 接謙市について葡内の神経構造並びに反射調節機能を検討した結果知覚神経系は完全に消失し
 従って腰歎反射が消失していたが,霞律神経系は腋内でその構造が保たれ職・ることを明らかに
 した。これらの腕神経切籏による肺内反射機能の失調が翻然に与える影響については今後更ら'
 に検討を要するところと考えられる。
 以上本論交は自家膝再接着に関して》その手技の瀬から検討するとともに接着成功例の脇の
 構造並びに機能に関して綜合的に検索して,接着膝の病理かよび病態生理を明らかにし,将薬
 に冷ける繍移植術の開発に寄与するところがあった。
 したがって本1論i交は学位を授与するに価値あるものと判定する。
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